
活動内容と成果
生物多様性条約関連会議への出席を通じて、国際動
向を把握・発信すると同時に日本から発信すべき成
果を検討し、10年間の成果として冊子を日英で取り
まとめた。事業による情報発信は、ウェブ発信（120
本以上のウェブ記事）、報告会（15回・680人参加、2
年分の累積数）となる。政策から現場の経験まで、今
後の活動につながる意見の共有を行った。
次期目標の担い手であるユースの育成として、生物
多様性ユースアンバサダー事業を進め、31人以上を
指名。国際会議等へのユース参加機会を計17人に与
えた。

活動内容と成果
●�昨年度に引き続き、アマモの生えやすい環境を整
えるため、泥場となったエリアに藻場回復資材を
投入する底質改良イベントを3回実施した
●�観光客等、多くの方に参加いただくため、観光地で
ある松島町の福浦橋付近を活動地として選定した
●�投入資材は授産施設（不自由を抱えた方の就業施
設）の方々に製作を依頼した
●イベントに参加した人数は延べ2,700人となった
●�イベントは松島町との共催とし、町の広報誌にも
本活動の特集を企画、掲載していただいた
●�地元関係者との協議を行い、底質改良面積は40㎡
となった

課　題
愛知目標の合意から9年が経過。2020年までの目標
達成に向けてのさらなる取組み強化とともに、10年
の成果の把握と次期目標への日本からの提言プロセ
スを作る必要がある。

目　標
日本の民間を中心とした愛知ターゲット達成の取組
みと成果をまとめ、国内外に発信することを主軸に、
次期目標の担い手となるユースの参画や能力養成を
図ることを目指す。

課　題
震災による津波で壊滅的な被害を受けた松島湾のア
マモ場の再生を図ることで生態系を復活させ、基幹
産業である水産業や観光業の復興と持続利用可能な
地域社会の創生を目指す。

目　標
藻場の造成活動に様々な形で多様な方々に参加いた
だき、多くの協力者を得ることで継続的な活動がで
きること。また藻場の回復指標として、サンゴタツを
確認することとする。
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活動計画を練る
ユースアンバサダー

底質改良を行った場所に移植した
アマモ

国際会議報告会等の
参加者人数 470 人

資材の投入回数 3 回

生物多様性
ユースアンバサダー 30 人

資材の投入面積 40 ㎡

今年度計画の達成度 80 ％

今年度計画の達成度 80 ％

目標達成度 60 ％

目標達成度 32 ％

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
年度後半より、COVID-19の影響で
会議等の延期や、報告会等の開催自
粛などがあった。

■工夫した点
オンラインでの国際会議報告会を実
施し、全国からの参加があり、運営ノ
ウハウを蓄積。今後も積極的に活用
したい。

■苦労した点
1回目のイベントでは予想以上の
方々に参加いただいたので、その対
応に苦労した。以降のイベントでは
スタッフ数を増員した。

■工夫した点
イベントの参加者の方々がどこから
来たのか、地図にシールを貼っても
らい、どれだけの方が参加してくだ
さったのか見える化した。

国際情報収集と分析、発信能力について高い評価を得る会合を重ねることができ
た。情報共有から、議論の場を創出し、新たな行動を誘発するようなプラット
フォーム機能として工夫を高めていきたい。

次年度以降も継続して松島湾のモニタリング及び福浦橋における資材の投入を実
施する。また多様な参加者の関与を目指し、イベントを検討している。助成終了後
の活動について関係者との協議を開始した。
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福浦橋から資材を投入するイベント参加者


